
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 算数 はってん こたえ 名前

規則性(図形の並び) 月 日

1 1番目から○番目までの全部の数・格子の横の数 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 碁石を、正方形のふちにそって1周ならべて、中が空いた正方形をつくります。1辺が2個

の正方形(4個)、1辺が3個の正方形(8個)、1辺が4個の正方形(12個)、…と、1辺が 6

個の正方形まで、1つずつ別々につくります。碁石は全部で何個いりますか。

(6 − 1) × 4 = 20　(4 + 20) × (6 − 1) ÷ 2 = 60　答え 60個

2 碁石が足りるのは何番目まで・本数から三角形の数 発展

次の問いに答えなさい。

(1) マッチ棒を使って、1辺がマッチ棒1本の小さな正三角形をすき間なくならべ、大きな正三

角形を1つつくります(大きな正三角形の1辺が1本のとき3本、2本のとき9本、3本のと

き18本いります)。マッチ棒をちょうど 63 本使ったとき、小さな正三角形は何個あります

か。

63 ÷ 3 = 21　6 × (6 + 1) ÷ 2 = 21　6 × 6 = 36　答え 36個(マッチ棒は上むきの三角形の数の

3倍なので、1 + 2 + … + □ = 21 になる□をさがすと 6。大きな正三角形の1辺は 6 本で、

小さな正三角形は 6 × 6 個)

(2) 碁石を正方形のふちにそって1周ならべて、中が空いた正方形をつくります。1辺が2個、

3個、4個、…の正方形を、この順に1つずつ別々につくっていきます。碁石が 483 個ある

とき、1辺が何個の正方形まで、つくることができますか。

4 × ((16 − 1) × 16 ÷ 2) = 480　16 × 4 = 64　480 + 64 = 544　答え 16個(1辺が 16 個の正

方形まで、碁石は全部で 480 個。次の1辺 17 個の正方形には 64 個いるので、合わせて 544

個になり、483 個ではたりない)

できた / 3問
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